拝啓　日頃よりお世話になっております。お元気にお過ごしのこととお喜び申し上げます。

さて、先般お貸しした金額につきまして、返済期日を二〇日ほど過ぎておりますが、ご連絡がないため、何かお困りのことが起きているのではないかと心配しております。貴殿のご誠実さを存じておりますので、何か特別な事情があるのではないかと思い、お便り差し上げました次第です。
お手数ですが、現状について一度ご連絡いただけますと幸いです。来月初めには私自身の方でまとまった金額が必要となる事情がございますため、返済のスケジュールについてお伺いできればと思っております。

何かご事情がおありの場合には、遠慮なくご相談いただければと思います。お手数をおかけいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

敬具

令和〇年〇月〇日
山田　太郎

鈴木　一郎 様
